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—Abstract— 
本講演では、マイクロ流体デバイス技術を利用して細胞を規格化されたブロックとして加工し、それらを

組み上げることで 3 次元の細胞組織を構築するアプローチについて紹介する。 

マイクロ流体デバイス技術は、微小空間での流体の扱いを得意としている。粘性力が慣性力よりも支配的

なる微小流路中では、液体の流れは層流となり、操作が容易になる。我々は、この技術を駆使し、微小な流

れを制御することで、3 次元の組織構築に必要な細胞ブロックを形成している。細胞を「点」、「線」、

「面」のブロックとして集合させ、これらをブロックの形状に合わせて組織化する手法を提案した。たとえ

ば、直径 100 ミクロン程度のコラーゲンからなるハイドロゲルビーズ（点）やファイバ（線）内に細胞を導

入することで、これまで扱いにくかった細胞を規格化された材料として容易に扱えるようになってきた。ま

た、3 次元の鋳型に詰めて培養することによってビーズやファイバ同士を接着・一体化させ、これまで難しか

った高密度でミリメートルサイズの細胞の 3 次元組織構造を内部まで生かした状態で高速に形成することが

できるようになってきた。 

講演では、上記の技術の中でも特に、接着細胞をハイドロゲルのファイバで包含し、細胞をファイバとし

て扱う方法「細胞ファイバ技術」について紹介する。本技術により、血管、神経、筋肉などのファイバ状の

組織を細長く形成できたり、それら異種組織が結合された構造体もできるようになってきた。また、ファイ

バを編んだり巻いたりすることにより高次の組織を形成できることが分かった。さらに、膵島細胞などをフ

ァイバに内包すれば、糖尿病治療に有効な低侵襲の移植片として使えることも分かってきた。 
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